
情報科（情報の科学）学習指導案 

 

題材名 

ロボットプログラミング 

題材の目標 

ロボットがライントレースするプログラムを

考えることを通して、問題解決におけるモデル

化とシミュレーションの活用手順や利点を理

解する。 

題材の評価規準 

関心・意欲・態度：モデル化とシミュレーショ

ンに関心をもち、実際の問題解決に活用しよう

としている。 

思考力・判断力・表現力：シミュレーションの

結果を評価し、ロボットの動きを改善すること

ができる。 

技能：コンピュータを用いたモデル化やシミュ

レーションを、問題解決に有効に活用するため

の技能を身につけている。 

知識・理解： モデル化とシミュレーションの

活用手順や利点を理解している。 

題材設定の理由 

問題解決において、よりよい結果を得るために

は、やみくもに解決策を実行するのではなく、

問題を分析し、その結果を基に、解決策を立

案・実行することが重要である。 

問題の分析には、モデル化とシミュレーション

の考え方が有用である。問題をモデル化するこ

とで、問題解決のための分析や考察がしやすく

なるのと同時に、問題のようすをシミュレーシ

ョンして再現できるようになる。 

生徒が問題解決を行う際に、モデル化やシミュ

レーションの考え方を活用できるようにする

ため、本題材を設定した。 

題材の内容 

「ロボットカー1」が「色センサー」を用いて、

                                                   
1株式会社アクティブ 

与えられたコース上をライントレースし、でき

るだけ高速に走行するプログラムを考え、作成

する。プログラムは「動かしてみよう！2」で

作成し、ロボットカーに組み込む。現実のコー

ス上を走行させ、タイムを計測する。グループ

対抗でタイムを競い合う。 

ロボットカーを走行させるコースは、A、B、

C、D を準備する。（図 1）。コース A、B、C

は、90 度の曲がり角を含むコースである。コ

ース D はプログラムの考え方に関して、コー

ス A、B、C の三つの要素を含むものである。 

全員が教えることを経験する学習活動 

本題材では、最初にグループごとに異なるコー

スを担当し、各グループがそのコースを走行す

るプログラムを作成する。その後、グループを

組み替えて、自分のグループで担当したプログ

ラムやロボットカーの走行の様子を見せなが

ら、アルゴリズムや工夫した点を説明する。そ

して、もとのグループに戻り、他のグループに

教えてもらったアルゴリズムや工夫した点に

ついて情報を共有し、コース D を走行するよ

うなプログラムを考え、作成する。（図 2） 

 

  

   

図 1：ロボットカーを走行させるコース 

                                                   
2株式会社アバロンテクノロジーズ 
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図 2：全員が教えることを経験する学習活動 

 

図 2 のグループの組み替えによって、他の生徒

のアルゴリズムや工夫を知ることができる。そ

の中で、自分の思いつかなかった考えに触れる

ことができる。そして、仲間のアイディアと自

分の考えをもとに、コース D を走行するプロ

グラムを考えることができる。例えば三人組の

グループであれば、一人が二つのプログラムに

ついて話を聞くので、もとのグループに戻り情

報共有すると、グループ全体で六個のアルゴリ

ズムや工夫した点を知ることができる。また、

「教えること」が活動にあるので、生徒一人一

人が、作成したプログラムについてよく理解し

説明できる必要が生まれる。そのため、生徒一

人一人のグループ活動への積極的な参加が期

待できる。 

生徒が取り組む課題の設計 

図 2 の活動を活発にするためには、「仲間に教

えること」で仲間に貢献できたり、仲間に教え

てもらうこと」で新たな視点や考えを得ること

ができたりすることが重要である。そのために、

ロボットカーを走行させるコースを、図 3 のイ

メージで設計した。プログラムの考え方に関し

て、コース A、B、C はお互いに、共通する部

分もあるが、少しずつ異なる要素を持っている。

最終的に全グループが取り組むコース D は、 

 

図 3：コース設計のイメージ 

プログラムの考え方に関して、コース A、B、C

の要素を含んでいる。これにより、教えることや

教えてもらうことに意味や価値が生まれると考

えられる。 

本題材を通して伝える事項 

モデル化の利点：モデル化により、問題の本質

に関わる要素を抽出するため、問題を単純化し

て考えることができ、問題解決のための分析や

考察がしやすくなる。モデル化することによっ

て、シミュレーション可能になり、現実の対象

の振る舞いを予測できる。 

シミュレーションの活用手順：(1)モデルを用

いてシミュレーションする。(2)シミュレーシ

ョン結果を実際の現象と比較。(3)比較した結

果をもとに仮説やモデルを修正。(4)シミュレ

ーションの結果を用いて問題を解決。 

シミュレーションと実際の現象の違い：シミュ

レーションを現実の問題解決で活用するため

には、モデル化により省略されている要素や理

想状態でない要素を考慮する必要がある。本題

材において、シミュレーションと実際の現象の

違いには次のような例があげられる。シミュレ

ーション上では、黒色は色センサーが 300 以

上を感知するが、現実のコースで走行させた場

合、ロボットカーの色センサーが黒色を 300

と感知していない場合もあること。モデルには、

慣性の法則（特にスピードの高い方向転換での

ふれ）や、地面とタイヤの摩擦はないが、現実

のロボットカーにはあること。モデルと現実の

ロボットカーのモーターの精度が違うこと。 



題材の指導計画(６時間扱い) 

１時間目：ロボットカーを制御するプログラム

作成の基本事項を学ぶ。 

２時間目：コース A、B、C のグループに分か

れる。担当したコースをロボットカーが走行す

るプログラム考え、作成する。 

３時間目：コース A、B、C の３つのグループ

に分かれる。担当したコース上でロボットカー

を走行させる。その結果を基に、プログラムの

修正や改善を行う。 

４時間目：グループを組み替え、コース A、B、

C のプログラムについて教えあいをする。その

後、グループをもとに戻しコース A、B、C の

三つの要素を含むコース D を走行するプログ

ラムを考え、作成する。 

５時間目：コース A、B、C の３つのグループ

に分かれる。実際に担当したコース上でロボッ

トカーを走行させる。その結果を基に、プログ

ラムの修正や改善を行う。 

６時間目：グループを組み替え、コース D のプ

ログラムについて発表及びタイム計測をする。

題材のまとめ。 

 

プログラム作成のヒント 

生徒がライントレースのプログラムを考え、作

成する上で、適切なヒントを提供する必要があ

る。本題材では、ヒント 1 から 10 まで準備す

る。ヒント 1 から 6 は全員に共通で提供し、ヒ

ント 7 から 10 は配布せず、必要であれば参照

できるようにしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヒント 7：ヒント動画 

コース A、B、C のサンプルプログラムをシミ

ュレーション上で動かし、モデルがどのように

動いているかを撮影した動画である。プログラ

ムは示していないが、モデルの動きからアルゴ

リズムやプログラムを推測することができる。 

ヒント 8：虫食いプログラム 

コース A、B、C のサンプルプログラムについ

て、虫食いで示したものである。判断分岐や繰

り返しの命令のみが書かれている。 

 

ヒント 9：フローチャート 

コース A、B、C のサンプルプログラムのフロ

ーチャートが示されている。 

ヒント 10：サンプルプログラム 

コース A、B、C のサンプルプログラムが示さ

れている。 

学習の振り返りの方法 

生徒にとって、題材を通して何を学習したのか

を振り返ることは重要である。本題材では「知

識・理解」「思考力・判断力・表現力」「関心・

意欲・態度」の三つの観点についてそれぞれ S

評価、A 評価、B 評価、C 評価の四段階で、学

習の自己評価を実施する。また、本時の活動を

通してわかったこと、気がついたこと、感じた

こと、疑問に思ったこと等を自由記述する。 

知識・理解 

S 評価：A 評価に内容に加えて、クラスの仲

間に説明できるレベルで十分に理解するこ

とができた 

A 評価：B 評価の内容以上に、モデル化とシ

ミュレーションを活用した問題解決の手順

や利点を、具体例を伴ったイメージを持つこ

とができた 

B 評価：モデル化とシミュレーションを活用

した問題解決の手順や利点を概ね理解する

ことができた 

C 評価：モデル化やシミュレーションにより

問題解決の手順や利点を理解することがで

きなかった 

思考力・判断力・表現力 

S 評価：A 評価の内容に加えて、現実のロボ

カーがより高速に走行するための方法を考

え、アルゴリズムやプログラムを工夫するこ

とができた 

A 評価：B 評価の内容に加えてシミュレーシ

ョンの結果と現実のロボカーの動きを比較

し、現実のロボカーの動きを改善するために

はどうすればよいかを考えることができた 

B 評価：シミュレーション上のロボカーの動

きを改善するにはどうすればよいかを考え

ることができた 

C 評価：シミュレーション上のロボカーの動

きを改善するにはどうすればよいかを考え

ることができなかった 

関心・意欲・態度 

S 評価：A 評価の内容に加えて、シーダーシ

ップを発揮し、仲間の意見をまとめることが

できた 

A 評価：B 評価の内容以上に、仲間と積極的

に意見交換を行うことができた 

B 評価：シミュレーション結果の分析及びア

ルゴリズムやプログラムの改善において、仲

間と必要最低限の意見交換ができた 

C 評価：仲間と、必要な意見交換をすること

ができなかった 

 

 

 

 

 

 



授業展開 

1 時間目（全 6時間） 

 生徒の学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

①題材の学習目標を把握する。

 

②モデル化とシミュレーションとは何か。ま

たその活用方法を理解する。 

 

①生徒に単元の学習目標と評価規準表を提

示し、次のことを伝える。 

 題材を通して、モデル化とシミュレーシ

ョンの利点やその活用方法を学ぶという

こと。 

 最終課題は色センサーを用いたライント

レースのプログラムを作成すること。 

 実際にロボットカーを走行させて、タイ

ムを競うこと。 

②生徒に身近な例をあげながら、モデル化と

シミュレーションの利点や活用方法を伝え

る。本題材では、特にシミュレーションを活

用して、ロボットカーがライントレースする

プログラムを作成することを伝える。 

展
開 

①ロボットの各部名称と機能を知る 

 

②「動かしてみよう！」の問題にある初級問

題を解き、ロボットカーを制御するためのプ

ログラム作成の方法を学ぶ。 

 

①実際のロボットカーを提示しながら、ロボ

ットカーのタイヤ、モーター、各種センサー

の名称や位置、機能を伝える。 

※「動かしてみよう！」上でシミュレーショ

ンをする際に、具体的なイメージをもってプ

ログラミングできるようにするため。 

②次回、実際にロボットカーを制御するにあ

たって、必要なプログラム作成の方法を学ぶ

ということを伝える。 

生徒の進捗状況を確認し、プログラム作成の

基本的な操作ができるようにアドバイスす

る。（※下図は問題の進行状況のグラフ） 

 

ま
と
め 

評価規準表を用いて、本時の学習を自己評価

する。 

わかったこと、気がついたこと、感じたこと、

疑問に思ったことをまとめるように伝える。 



2 時間目（全 6時間） 

 生徒の学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

①題材の学習目標を確認する。

 

②ライントレースに必要な事項を把握する。 

  

  

①生徒に単元の学習目標と評価規準表を提

示し、次のことを伝える。 

 ロボットカーがライントレースするため

に、シミュレーションの結果を分析して

アルゴリズムやプログラムを修正・改善

をすること。 

②ロボットカーによるライントレースとは

何か伝える。また、回転処理の基本的なアル

ゴリズムやプログラムを知らせる。特に、セ

ンサーを用いる場合の while 文（ずっと）の

使い方を伝える。 

展
開 

①実習の進め方を把握する。 

 

②グループに分かれ、指定された各担当コー

スを走行するプログラムを考え、作成する。 

「グループでの活動内容」 

 最終的にグループで一つプログラムを提

出する 

 最初からひとつのプログラムをみんなで

作成してもよいし、各自でプログラムを

作成して、最後にプログラムをひとつに

決めるのでもよい。 

 可能であれば、プログラムは、実際のコ

ース上でより早く走行するものがよい。 

①生徒に実習の進め方について次のことを

伝える。 

 コースは A、B、C、D があること。 

 コース D は最終課題であり、A、B、C

の三つの要素を含んでいること。 

 これから A、B、C を走行するプログラ

ムを分担して考えてもらうこと。 

 単元の後半にグループを組み替えて、自

分のグループが作成したプログラムを発

表してもらうこと。 

 グループの組み替え、教えあうことは、

コースDを走行するプログラム作成に役

立つこと。 

②各グループにコース A、B、C を割り当て

る。各グループに共通のヒントシートを配布

し、プログラムを作成するように指示する。 

ま
と
め 

評価規準表を用いて、本時の学習を自己評価

する。 

わかったこと、気がついたこと、感じたこと、

疑問に思ったことをまとめるように伝える。 

 



3 時間目（全 6時間） 

 生徒の学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

①題材の学習目標を確認する。

 

②プログラム作成のヒントを把握する。 

 

①生徒に単元の学習目標と評価規準表を提

示し、次のことを伝える。 

 ロボットカーがライントレースするため

に、アルゴリズムやプログラムをシミュ

レーションの結果を分析して修正・改善

をすること。 

 アルゴリズムやプログラムの修正・改善

のためにグループ内で十分に議論を行う

こと。 

②前回の授業の様子や振り返りの内容から、

生徒が困っていたことについてアドバイス

を全体に伝える。特に、進行方向の修正の方

法についてアルゴルアムやプログラムのヒ

ントを伝える。 

展
開 

①本時の課題を把握する。

 

②グループに分かれ、指定された各担当コー

スを走行するプログラムを考え、作成する。 

 

③各グループが作成したプログラムを提出

する。 

①生徒に本時の課題と実習の進め方につい

て次のことを伝える。 

 次回グループを組み替えて、自分のプロ

グラムについて、アルゴリズムや工夫し

た点を説明する場面があること。 

 グループを組み替え後は、そのプログラ

ムについて説明できるのは自分だけであ

ること。 

 よってグループ内でプログラムについて

全員が説明できるように、情報共有や教

えあいをしながら、活動を進めること。 

 シミュレーション上でモデルをうまく走

行させることができたら、実際のコース

上でも試してみること。 

②以前配布したヒントシートの他に、ヒント

動画、虫食いプログラム、フローチャートを

参考にしてもよいことを伝える。 

ま
と
め 

評価規準表を用いて、本時の学習を自己評価

する。 

わかったこと、気がついたこと、感じたこと、

疑問に思ったことをまとめるように伝える。 

 

 



4 時間目（全 6時間） 

 生徒の学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

題材の学習目標を確認する。

 

 

生徒に単元の学習目標と評価規準表を提示

し、次のことを伝える。 

 ロボットカーがライントレースするため

に、アルゴリズムやプログラムをシミュ

レーションの結果を分析して修正・改善

をすること。 

 アルゴリズムやプログラムの修正・改善

のためにグループ内で十分に議論を行う

こと。 

展
開 

①グループを組み替えて、自分の担当したプ

ログラムについて、アルゴリズムや工夫を説

明したり、他のコースのアルゴリズムや工夫

を教えてもらったりする。 

 

②もとのグループ内に戻り、教えあいで知っ

た情報を共有する。 

③コース D をより早く走行するプログラム

を考え、作成する。 

 

④シミュレーション上でモデルを、ある程度

走行させることができたら、実際のコース上

で走行させる。 

①最終課題であるコース D は、コース A、B、

C の三つの要素を含んだコースであるため、

グループを組み替えて教えあうことで、コー

ス D のプログラムを作成するにあたっての

ヒント得ることを目的にしていることを伝

える。グループを組み替え、組み替え後のグ

ループ内で、自分の担当したコースを走行す

るプログラムについて、アルゴリズムや工夫

した点を教えあうように指示する。また、実

際にプログラムを実行し、動作を見せるよう

に指示する。 

②もとのグループに戻し、グループの組み替

えで知った情報を共有させる。 

③コース D をより早く走行するプログラム

を考え、作成するように指示する。 

④シミュレーション上でモデルをある程度

走行させることができたら、実際のコース上

で走らせ、その結果を分析し、アルゴリズム

やプログラムを修正・改善するように伝え

る。 

ま
と
め 

評価規準表を用いて、本時の学習を自己評価

する。 

わかったこと、気がついたこと、感じたこと、

疑問に思ったことをまとめるように伝える。 

 



5 時間目（全 6時間） 

 生徒の学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

①題材の学習目標を確認する。

 

②シミュレーション結果と実際の振る舞い

の違いについて理解する。 

 

①生徒に単元の学習目標と評価規準表を提

示し、次のことを伝える。 

 ロボットカーがライントレースするため

に、アルゴリズムやプログラムをシミュ

レーションの結果を分析して修正・改善

をすること 

 アルゴリズムやプログラムの修正・改善

のためにグループ内で十分に議論を行う

こと 

②シミュレーション結果と実際のコース上

でのロボットカーの動きには違いが出るこ

と。そのため、プログラムの修正・改善には

なぜ違いができるのかを分析する必要があ

ることを伝える。 

展
開 

①本時の課題を把握する。 

 

②シミュレーション上でモデルがある程度、

走行させることができたら、実際のコース上

で走らせる。そして、スタートからゴールま

でのタイムを計測する。 

 

③作成したプログラムを提出する。 

①コース D をより早く走行するプログラム

を作成するように指示する。 

②シミュレーション上でモデルをある程度、

走行させることができたら、実際のコース上

で走らせ、その結果を分析し、アルゴリズム

やプログラムを修正・改善するように伝え

る。また、シミュレーションと実際のロボッ

トカーでの違いについて次のことを示唆す

る。 

 シミュレーション上では黒色はトレース

センサーが 300 の値を感知するが、実際

のロボットカーが感知している値を確認

すると、トレースセンサーが黒に乗って

いても 300 より小さい値の場合がある。 

 実際のロボットカーには慣性の法則があ

るため、特に高速で走行している際に、

ロボットカーがぶれることがある。 

ま
と
め 

評価規準表を用いて、本時の学習を自己評価

する。 

わかったこと、気がついたこと、感じたこと、

疑問に思ったことをまとめるように伝える。 



6 時間目（全 6時間） 

 生徒の学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

題材の学習目標を確認する。

 

生徒に単元の学習目標と評価規準表を提示

し、次のことを伝える。 

 ロボットカーがライントレースするため

に、アルゴリズムやプログラムをシミュ

レーションの結果を分析して修正・改善

をすること。 

展
開 

①グループを組み替えて、自分のグループが

作成したコース D を走行するプログラムに

ついて説明し、実際にコース上で走行させ、

タイム計測をする。 

 

 

②タイム計測後、コース D を最速で走行する

プログラムを作成したグループが、クラス全

体の前でプログラムの説明をする。 

①グループを組み替え、そのグループ内で、

自分のグループが作成したコース D を走行

するプログラムについて、アルゴリズムや工

夫した点を教えあうように指示する。また、

実際にプログラムを実行し、動作を見せるよ

うに指示する。説明終了後、組み替えたグル

ープ内のメンバーで協力し、各グループのプ

ログラムでロボットカーのタイム計測を行

う。3 回タイムを計測しその平均値を取る。 

②タイム計測結果を集計し、クラス内で上位

3 グループを決定し、クラス全体の前で、プ

ログラムについて、アルゴリズムや工夫した

点を説明させる。また、最速で走行するプロ

グラムを作成したグループのロボットカー

の走行の様子をクラス全員で見る。 

ま
と
め 

①題材のまとめを把握する 

 

②評価規準表を用いて、単元全体の学習を自

己評価する。 

①本題材を例に、モデル化の利点とシミュレ

ーションの活用方法について伝える。 

②わかったこと、気がついたこと、感じたこ

と、疑問に思ったことをまとめるように伝え

る。 

 


